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３－１ 剪定枝等処理事業費補助金

(1) 事業目的

環境資源ギャラリーの焼却能力を補うとともに、ごみ減量と家庭から排出される剪定枝等の再資

源化を図る。

(2) 事業開始時期

平成17年４月から

(3) 補助対象者

グリーンサークル㈱（掛川市大坂8164番地の96）

小関建設㈱（掛川市下俣567番地の１）

掛川森林開発㈲（掛川市原里375番地の１）

(4) 補助の条件

①大東・大須賀区域

大東区域又は大須賀区域の住民が、剪定等により家庭から出る樹木、草等を持ち込むものや、自

治会やＰＴＡなどが奉仕活動により公共施設の樹木、草等を持ち込むもの。

②掛川区域

掛川区域の住民が、剪定等により家庭から出る樹木、草等を持ち込むもの。

(5) 補助の内容

①補助の対象

・住民が持ち込む家庭系の剪定枝等の処理に要する経費

（ ）・自治会やＰＴＡ等が持ち込む公共施設の剪定枝等の処理に要する経費 大東・大須賀区域のみ

平成23年度予算額 4,311千円

(6) 交付の流れ

① 補助申請・実績報告（毎月）

・実績報告書兼補助金交付申請書

・剪定枝等処理事業内訳書

・市民から徴収した処理手数料の額を証明する書類（領収書控え）

② 交付決定・交付確定

・補助金交付決定通知書兼補助金交付確定通知書

③ 請求

・請求書
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(7) 平成22年度からの変更点

① 補助額（全域）

・住民が持ち込む家庭系の剪定枝等１㎏につき５円

・自治会やＰＴＡなどが持ち込む公共施設の剪定枝等１㎏につき10円

② 予算額

4,500千円 → 4,311千円

(8) これまでの実績

大東・大須賀区域（グリーンサークル）

年度 搬入量(kg) 件数 処理金額（円）

家庭 公共 計 家庭 公共 計 個人負担 補助金額 処理費計

23. 4 35,750 0 35,750 197 0 197 178,750 0 178,750

23. 5 23,120 560 23,680 237 3 240 115,600 5,600 121,200

23. 6 50,350 1,880 52,230 351 7 358 251,750 18,800 270,550

23. 7 52,040 210 52,250 348 2 350 260,200 2,100 262,300

23. 8 44,370 2,720 47,090 358 7 365 221,850 27,200 249,050

23. 9 93,940 5,840 99,780 605 25 630 469,700 58,400 528,100

23.10 77,610 1,010 78,620 590 6 596 388,050 10,100 398,150

23.11 59,650 2,260 61,910 406 14 420 298,250 22,600 320,850

23.12 48,290 140 48,430 357 2 359 241,450 1,400 242,850

24. 1 19,210 1,210 20,420 137 3 140 96,050 12,100 108,150

24. 2 20,270 280 20,550 127 4 131 101,350 2,800 104,150

24. 3 25,070 11,780 36,850 169 11 180 125,350 117,800 243,150

計 549,670 27,890 577,560 3,882 84 3,966 2,748,350 278,900 3,027,250

H22 538,090 29,340 567,430 3,544 103 3,647 2,690,450 2,983,850 5,674,300

掛川区域

小関建設㈱ 掛川森林開発㈲ 計

件 数 量(㎏) 補助額 件 数 量 ㎏ 補助額 件 数 量(㎏) 補助額(円)（ ）

23. 4 83 9,150 45,750 33 10,890 54,450 313 55,790 278,950

23. 5 145 13,180 65,900 28 2,860 20,000 413 39,720 207,100

23. 6 195 19,400 97,000 23 2,080 10,400 576 73,710 377,950

23. 7 192 16,880 84,400 26 4,940 41,750 568 74,070 388,450

23. 8 187 20,010 100,050 54 7,060 51,950 606 74,160 401,050

23. 9 246 29,180 145,900 42 9,100 45,500 918 138,060 719,500

23.10 249 31,200 156,000 18 2,320 17,250 863 112,140 571,400

23.11 162 20,690 103,450 28 3,310 16,550 610 85,910 440,850

23.12 150 16,560 82,800 32 4,460 22,300 541 69,450 347,950

24. 1 71 9,910 49,550 14 2,130 10,650 225 32,460 168,350

24. 2 67 9,230 46,150 18 2,510 12,550 216 32,290 162,850

24. 3 78 12,870 64,350 11 1,970 9,850 269 51,690 317,350

計 1,825 208,260 1,041,300 327 53,630 313,200 6,118 839,450 4,381,750

H22 1,764 200,730 1,003,650 367 49,030 311,800 2,131 249,760 1,315,450
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３－２ 剪定枝等地区回収

(1) 事業目的

家庭から排出される燃えるごみ14％の減量を図るため、家庭で排出される剪定枝等の再資源

化を図る。

(2) 事業開始時期：平成19年４月から

(3) 対 象 剪 定 枝：家庭から発生した植木等の剪定枝や葉

(4) 対象外剪定枝

① 事業活動に伴い剪定されたもの

② 多量に排出されたもの

(5) 事業内容

① 各地区で集められた剪定枝を回収し、一般廃棄物処分業者で再資源化処理をする。

、 。② 集積所に燃えるごみとして出された剪定枝を燃えるごみとは別に収集し 再資源化処理をする

(6) 回収方法（地区回収）

ア 回収場所 車が出入りできる広い場所を地区で１箇所選定する。

イ 回収回数 １地区月１回を原則とし、予算の範囲内で実施する。

ウ 出 し 方 コンテナ内に剪定枝等を入れる。

(7) 予算措置

04款 03項 01目 002細目 廃棄物減量化対策費 04細細目 剪定枝等処理事業費

13節 委託料 81細節 剪定枝等処理委託料

平成23年度予算額 7,602千円 ＋ 予算補正・流用額 -1,500千円 ＝ 6,102千円

(8) 地区回収の手順

① 回収希望地区代表者は、回収希望日の一ヶ月前に環境政策課へ連絡する。

② 環境政策課は、量に応じて収集業者に連絡する。

③ 地区で指定した回収場所に収集業者が回収する。

(9) 回収実績

処理費(円） 合計(円） 処理単価(円)月 ｺﾝﾃﾅ (kg)地区数 数 回収量

４月 12 14 16,700 140,280 140,280 8.4

５月 22 24 39,880 334,992 334,992 8.4

６月 37 60 97,480 818,832 818,832 8.4

７月 25 32 48,160 404,544 404,544 8.4

８月 26 33 48,060 403,704 403,704 8.4

９月 31 58 90,600 761,040 761,040 8.4

10月 27 61 88,090 739,956 739,956 8.4

11月 23 31 47,750 401,100 401,100 8.4

12月 38 84 118,050 991,620 991,620 8.4

8 36 10,140 85,176 85,176 8.4１月

２月 15 26 33,690 282,996 282,996 8.4

３月 9 50 8,680 72,912 72,912 8.4

計 273 509 647,280 5,437,152 5,437,152 8.4

H22 300 675,030 5,670,252 5,670,252 8.4
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４ 食用油リサイクル事業

(1) 事業の概要

掛川区域で平成15年８月から８地区でモデル地区収集を開始しました。モデル地区は資質の異

なる地区（農村地区、住宅地区、アパート・マンション地区）で、収集頻度を変えて実施し、収

集回数、収集方法の検討を行いました。

その後、モデル地区の結果を基に掛川区域で平成16年７月から、大東・大須賀区域は平成18年

４月から収集を開始しました。

収集した食用油はＢＤＦにリサイクルし、軽油に代わる燃料として、ごみ収集車両で使用して

います。

(2) 事業目的

ア 食用油収集による水質汚濁防止

イ 食用油収集によるごみの減量

ウ 廃食用油をBDF(ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料)に精製し使用することによる、排ガスのｸﾘｰﾝ化

エ 化石燃料と温室効果ガス削減による、地球温暖化の防止

(3) 収集方法

ア 月１回のかん・びん・ペットボトルの収集日に収集をする。

イ 食用油は原則としてプラスチック製の食用油の空きボトルに入れたものを収集

（ペットボトルでも可とし、ボトルは無色透明または半透明で、キャップがしっかりと締

まるもの。ボトルの大きさは自由）

ウ 食用油は植物性油のみ

(4) 収集量実績

期 間 収集頻度 世帯数 人口 収集量(㍑) (cc) 備考世帯・月平均量
H19.4～H20.3 １回／月 27,835 82,617 30,275 91

H20.4～H21.3 １回／月 28,358 82,991 29,450 87
掛
川 H21.4～H22.3 １回／月 28,644 83,168 32,045 93
区
域 H22.4～H23.3 １回／月 29,020 83,304 33,030 95

H23.4～H24.3 １回／月 29,401 83,417 30,200 86

H19.4～H20.3 １回／月 9,767 32,832 4,880 42
大
東 H20.4～H21.3 １回／月 9,845 32,513 6,650 56
・
大 H21.4～H22.3 １回／月 9,869 32,281 5,970 50
須
賀 H22.4～H23.3 １回／月 9,958 32,057 5,785 48

H23.4～H24.3 １回／月 10,005 31,751 5,580 46

(5) ＢＤＦ（Bio Diesel Fuel）の性状（ＢＤＦは引火点から消防法第４類第３石油類に相当）

ＢＤＦ 軽 油

引 火 点 194℃ 88℃

硫 黄 分 0.0001％(硫黄酸化物の発生なし) 0.2％

黒 煙 軽油の１／３以下

二酸化炭素 植物由来の炭素分のため発生なし

（カーボンニュートラル）
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(6) ＢＤＦ使用について

ア ＢＤＦ使用による影響について

具体的な不具合は報告されていませんが、ディーゼルエンジンは本来軽油を使用するように

設計されているため、パッキンなどゴムの部分に不具合がでる可能性があります。燃料フィル

ターは２ヶ月に１回程度交換することが必要です。

できれば、軽油80%、BDF20%の割合で使用するのが望ましいのですが、混合で使用した場合、

ＢＤＦにも軽油引取税（32.1円／㍑）が掛かるようになります。

イ 使用方法

ごみ収集委託車両の一部に利用されています。

ウ ＢＤＦの精製・使用量（平成23年度）

内容 量(㍑）

食用油収集量 35,780

ＢＤＦ使用量 22,182

※収集量、使用量はH23年４月～

H24年３月の実績

(7) 食用油収集・処理のフロー

収集日前日までに収集業者が集積場にコンテナを配る

収集日に集積所へボトルを出す

収集業者が油をコンテナごと回収

収集業者の敷地内にて油をドラム缶に移す
ボトルの処理

処理業者がドラム缶に移された油を回収、精製 収集業者にてボトルを保管する。 市

処理業者が精製されたＢＤＦを収集委託業者に 環境資源ギャラリーへボトルを搬入
運び、タンクに入れる

ごみ収集車両でＢＤＦを使用 環境資源ギャラリーにて焼却

住民 収集業者 処理業者

(8) 収集時の問題点

びん・かん等の容器で出される。

ふたが閉められていない。

植物油以外の油（動物油、機械油）が排出される。

集積所への排出の様子

BDF使用収集車
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５ 不法投棄の現状と対策

(1) 不法投棄発生件数

年度 件数 搬入量（kg）

H16 816 93,920

H17 593 67,350

H18 617 42,840

H19 655 44,582

H20 444 37,515

H21 302 16,097

H22 230 13,760

H23 260 16,540

不法投棄の発生件数、量は平成21年度に対し、減少しました。

しかし、不法投棄発生のリスクは地区の集積所や店舗のごみ箱への不正出荷等に移り、多発する傾

向にあるように考えます。

今後はかけがわ美化推進ボランティアや自治会、その他各種団体と連携をとり、不法投棄の予防に

努めると共に、不法投棄防止パトロールを強化し、更なる不法投棄の防止を図っていくことが重要で

あると考えます。

(2) 不法投棄発生場所

№ 不法投棄多発地点

１ 富士見台霊園南（小笠山）

（ ）２ 県道 方の橋薗ヶ谷線 千羽清掃センター跡地周辺

３ 日坂 常現寺周辺

４ 主要地方道 焼津森線

５ 国道１号バイパス 宮脇IC・大池IC 付近

６ 五百済 つま恋南駐車場周辺

７ 東名高速側道 小笠パーキング付近

８ エコポリス周辺

９ サンサンファーム南砂防林

10 本谷、山崎地区山間部

11 沖之須地区砂防林

12 上土方山間部

13 千浜、浜野地区砂防林

14 高御所区ごみ集積所（新幹線南側付近）

15 杉谷区ごみ集積所（杉谷記念公園付近）

16 青葉台区ごみ集積所（オーバーブリッジ下付近）

17 石津区ごみ集積所（袋井市との境界付近）

18 下俣区ごみ集積所（県道掛川・大東線付近）

不法投棄が発生しやすい場所には、下記のような傾向があります。

人目につきにくい場所（死角）ア
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イ 車を止められる場所（車から捨てやすい場所）

ウ 汚い場所（ごみが散乱している場所）

ウは、汚い場所はごみを捨てやすく、不法投棄が不法投棄を呼ぶという状況となっています。

不法投棄に関する法律(3)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の中に不法投棄を禁止する条文が記載されています。

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

第16条

・何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。

第25条

・５年以下の懲役若しくは千万円以下の罰金に処し、またはこれを併科する。

(4) 不法投棄の対策

不法投棄は年々増加しており、減らないのが現状です。

掛川市では、不法投棄の適正処理と発生防止のため下記のような対策を行なっています。

指定ごみ袋の配付ア

不法投棄物の処理のため 「かけがわ美化推進ボランティア」やごみ集積所管理者に回収用、

のごみ袋を配布し、不法投棄回収の支援を行なっています。

イ 不法投棄物の処理

不法投棄者の発見に努め、多量の不法投棄の場合には警察と連携し、発見できた場合は投棄

者が処理するように指導しています。投棄者を発見できない場合には、土地の所有者が処理を

しています。不法投棄が発生したら、早期に対応し再発防止に努めています。

ウ 不法投棄防止用ネット及び看板の設置

不法投棄が多い場所に不法投棄防止用ネットや看板を配布しています。

近年外国人による不法投棄が増加してきたことから、掛川市内に最も多く居住するポルトガ

ル語圏の人の不法投棄を防止するため、ポルトガル語の不法投棄禁止看板を作成し配布してい

ます。

図 ネット・看板設置例
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６ ごみ処理施設の概要

(1) 環境資源ギャラリーの概要（ガス化溶融施設兼ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ施設、平成17年９月５日から稼働）

所 在 地 掛川市満水2319番地

敷 地 面 積 47,134㎡

建 築 面 積 工場棟 5,195㎡、管理棟 809㎡、ストックヤード 315㎡

処 理 能 力 ①ガス化溶融施設 70ｔ/24ｈ×2炉 計140ｔ/日

②リサイクルプラザ施設 30ｔ/５ｈ

処 理 方 式 ①ガス化溶融施設

燃焼溶融設備 キルン式ガス化溶融炉

②リサイクルプラザ施設

破砕設備 衝撃型回転式破砕機（不燃性粗大ごみ、不燃ごみ）

切断機（可燃性粗大ごみ）

選別設備 磁力選別機＋アルミ選別機（不燃性粗大ごみ）

手選別＋磁力選別機（不燃ごみ）

工 期 着工 平成15年５月15日、竣工 平成17年８月31日

総 事 業 費 74億7,594万円

(2) 環境保全センターの概要（焼却施設兼粗大ごみ処理施設、平成20年３月31日をもって閉鎖）

所 在 地 掛川市浜野4123番地

敷 地 面 積 16,094.49㎡

建 築 面 積 3,087.68㎡

延 床 面 積 4,930.22㎡

処 理 能 力 ①ごみ焼却施設 35ｔ／８ｈ（17.5ｔ／８ｈ×２基）

②粗大ごみ処理施設 ８ｔ／５ｈ（１基）

処 理 方 式 ①ごみ焼却施設

機械化バッチ燃焼式焼却炉

②粗大ごみ処理施設

４種選別（鉄、アルミ、可燃物、不燃物）

衝動せん断式回転式破砕機

総 事 業 費 23億926万円

(3) 板沢最終処分場の概要（埋立場） 平成24年３月末現在

所 在 地 掛川市板沢2051－1029

埋 立 面 積 43,800㎡ 第１期 23,000㎡ 第２期 20,800㎡

埋 立 容 量 256,600㎥ 第１期 110,500㎥ 第２期 146,100㎥

残 容 量 30,236㎥

埋 立 年 数 31年間 第１期 昭和63年度～平成６年度 ７ヶ年

第２期 平成７年度～平成30年度 24ヶ年

埋 立 工 法 サンドイッチ埋立工法

浸出水処理施設 ①処理水量 平均95 ／日â

②処理方式 ｶﾙｼｳﾑ除去＋接触ばっ気＋凝集沈殿＋砂ろ過＋活性炭吸着

③汚泥処理 汚泥脱水＋場内処分

総 事 業 費 ８億8,291万円 第１期 ６億1,341万円 第２期 ２億6,949万円
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(4) 高瀬最終処分場の概要（瓦礫処分場） 平成24年３月末現在

所 在 地 掛川市高瀬1100-100番地 他11筆

埋 立 面 積 6,728㎡

埋 立 容 積 30,386㎥

(5) 東大谷最終処分場の概要（瓦礫処分場） 平成24年３月末現在

所 在 地 掛川市大渕11160-1番地 他18筆

施 設 面 積 8,160㎡

埋 立 面 積 1,496㎡

埋 立 容 積 2,560㎥

残 容 量 1,693.96㎥

埋 立 年 数 埋立完了まで（平成16年８月～平成25年３月：協定書・土地賃貸借契約）

処 理 方 式 セル方式

総 事 業 費 工事費 2,246万円

(6) 新井最終処分場の概要 平成24年３月末現在

所 在 地 掛川市大渕1456番地の900

敷 地 面 積 30,933㎡

埋 立 面 積 8,500㎡

埋 立 容 積 33,000㎥

残 容 量 21,319㎥

埋 立 年 数 埋立完了まで（平成９年４月～）

埋 立 工 法 サンドイッチ方式

浸出水処理施設 ①処理水量 平均40 ／日â

②処理方式 集水ピット＋沈砂槽＋調整槽＋生物処理（回転円板法）＋

凝集沈殿処理＋高度処理(砂ろ過・活性炭＋キレート吸着)

＋消毒

③汚泥処理 汚泥濃縮・貯留槽＋埋立地返送

総 事 業 費 ７億2,469万円
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７ ごみ処理の歩み

(1) 掛川区域のごみ処理のあゆみ
年 代 特 記 事 項

昭和46年 ・千羽清掃センター使用開始（第１期）
51年 ・パッカー車で収集開始
54年 ・本郷埋立場使用開始
56年 ・ごみ集積所設置補助制度開始
59年 ・千羽清掃センター使用開始（第２期）
63年 ・板沢埋立場使用開始

平成元年 ・本郷埋立場閉鎖
５年 ・集団回収団体に１kgあたり３円の回収活動奨励金制度開始
７年 ・白色トレイを回収協力店で収集開始

・生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金開始（上限3,000円）
８年 ・生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金（上限4,000円）
10年 ・ペットボトルの分別収集開始

・粗大ごみの休日回収開始（毎月第４日曜日9:00～11:00）
・集団回収団体に回収活動奨励金を１kgあたり５円に増額

11年 ・生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金（上限10,000円）
12年 ・千羽清掃センター稼動協定期間延長（平成15年度末まで）

・掛川市食品衛生協会がリサイクル推進協議会会長表彰受賞
・満水地区に新清掃センター建設が決定

13年 ・１市７町でごみ処理広域化計画策定
・クリーン推進員制度発足（219人）
・板沢埋立場にトラックスケール設置（10㎏50円+消費税）
・生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金(上限20,000円)
・新分別（14種類）の説明会の開始(6月から9月まで約270会場全世帯の63％出席)

(プラスチック製容器包装、古紙４種類を追加）
・分別収集が16種類になる（10月１日蛍光管、乾電池追加）
・プラスチック製容器包装週１回回収開始（12月１日）
・ダイオキシン類対策特別措置法による清掃センター改造工事
・市処理困難物相談協力店制度開始
・掛川市、菊川町及び小笠町衛生施設組合設立
・ダイオキシン類対策清掃センター改修工事

14年 ・祝日回収を開始（４月）
・マイバッグ運動開始
・民間業者による有料粗大ごみ戸別回収開始（９月）
・生ごみ堆肥化実践教室開始（９月～11月）
・ごみ減量とリサイクル推進モデル地区の取組開始（２地区）
・ごみ減量とリサイクル推進モデル事業所の取組開始（６事業所）
・乾電池・充電式電池の毎月１回の回収開始（１月）
・乾電池・充電式電池分別収集開始

15年 ・板沢最終処分場埋立期間の延長協定締結（平成30年度末まで）
・食用油モデル地区収集開始(８地区)
・ごみ減量とリサイクル先進モデル事業所の登録開始(８事業所)
・新清掃センター（環境資源ギャラリー）建設開始
・生ごみ堆肥化容器きえるくんの推奨開始
・事業系一般廃棄物収集運搬の許可制度の変更(８社追加）
・千羽清掃センター稼動協定期間再延長（平成17年９月末まで）

16年 ・ごみ収集業務完全委託化
・食用油市内全域回収開始(７月)
・かけがわ美化推進ボランティア事業開始

17年 ・環境資源ギャラリー試運転開始式（３月25日）
・環境資源ギャラリーごみ投入式（５月27日）
・ごみ指定袋の要綱改正（紙製からポリエチレン製へ （６月））
・千羽清掃センター閉鎖式（８月24日）
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年 代 特 記 事 項
平成17年 ・千羽清掃センター閉鎖（９月２日）

・環境資源ギャラリー稼働、ごみ分別方法の変更（可燃・不燃ごみ）(９月５日)
18年 ・燃えないごみの収集回数が週１回から月２回へ変更（４月）

・ごみ減量大作戦住民説明会の実施（12月～３月 延べ315回、全世帯の45%出席）
19年 ・燃えないごみの収集回数が月２回から月１回へ変更（４月）

・剪定枝地区回収、民間処理業者へ剪定枝処理事業費補助制度開始（４月）
24年 ・行政による古紙の回収廃止（４月）

(2) 大東区域・大須賀区域のごみ処理のあゆみ
年 代 特 記 事 項

平成３年 ・高瀬最終処分場使用開始
・東大谷最終処分場使用開始

７年 ・環境保全センター使用開始

９年 ・新井最終処分場使用開始
・燃やさない収集ごみにペットボトルを追加

12年 ・大東区域において生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金開始
13年 ・燃やさないごみ収集に雑がみ、プラスチック製容器包装、白色トレイ、白色発

泡スチロール、スプレー缶、金物のフタ類、コード類、刃物類を追加
・燃やさないごみのうち、雑がみ、紙コップ類、白色トレイ、白色発泡スチロー

ルプラスチック製容器包装類を月２回収集に変更
・大須賀区域において生ごみ堆肥化処理容器購入費補助金開始

14年 ・燃やさないごみのうちペットボトル収集を月２回に変更

16年 ・東大谷最終処分場第２期使用開始
・グリーンサークルへの剪定枝処理委託開始
・燃やすごみ収集を３地区から２地区に変更し、祝日も収集（５月３・４日、12

月31日、１月３日を除く）
・年間収集回数を100回から102回に変更し、収集日は曜日判断せず、日で確認す

るように変更
・紙類（古紙・紙製袋、紙コップ類 、古布を月２回収集に変更）
・白色トレイをプラスチック製容器包装と一緒にする
・びんの分別を５種類から３種類に変更
・草木を枯らしたものは、燃やすごみ２袋まで収集

18年 ・食用油、白色トレイの収集を開始（４月）
・ごみ減量大作戦住民説明会の実施（12月～３月 延べ315回、全世帯の45%出席）

、 、 、 （ ）19年 ・かん ペットボトル 古紙 古布の収集回数が月２回から月１回へ変更 ４月
・剪定枝地区回収、民間処理業者へ剪定枝処理事業費補助制度開始（４月）
・平成20年３月末をもって環境保全ｾﾝﾀｰが閉鎖となる。

、 、20年 ・４月より環境資源ギャラリーにおいて 大東・大須賀区域分のごみを受け入れ
処理する。

24年 ・行政による古紙、古布の回収廃止（４月）
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(3) リサイクルに係る法律施行等

年 代 特 記 事 項

平成12年 ・容器包装リサイクル法施行

・建設リサイクル法（建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律）施行

13年 ・家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）施行（４月１日）

(５月１日)・食品リサイクル法（食品循環資源の再生利用等促進に関する法律）施行

15年 ・パソコンリサイクル法（資源有効利用促進法）施行

16年 ・二輪車リサイクルシステムの開始

17年 ・自動車リサイクル法が施行

18年 ・改正容器包装リサイクル法成立（６月９日成立、15日公布）


